
　

本
年
一
月
十
七
日
、
東
京
都
文
京
区
の
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
第
六
十
四
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
交
通
安
全
活
動
に
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
や
団

体
、
長
年
に
わ
た
っ
て
無
事
故
・
無
違
反
運
転
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
優
良

運
転
者
等
の
表
彰
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
最
後
に
大
会
宣
言
文
を
採
択
し
て

大
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
次
の
六
名
の
方
々
及
び
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
長

年
の
ご
功
績
と
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

交通安全功労者
美馬東部交通

安全協会
阿部　義則

交通安全功労者
板野交通
安全協会

井上　安次

交通安全功労者
名西交通
安全協会

高橋　節子

優良運転者
美馬西部交通

安全協会
木田　伸治

緑
十
字
金
章
（
敬
称
略
）

優
良
団
体
等
表
彰

交
通
安
全
優
良
団
体

　

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社

　

Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ
ゆ
に
ぞ
ん
ス
マ
イ
ル
ク
ラ
ブ
（
徳
島
支
店
）

交
通
安
全
優
良
事
業
所

　

株
式
会
社
松
本
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

交
通
安
全
優
良
学
校

　

三
好
市
立
王
地
小
学
校

優
良
交
通
安
全
協
会

　

美
馬
東
部
交
通
安
全
協
会

優
良
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会

　

三
好
地
区
安
全
運
転
管
理
協
議
会

交通安全功労者
徳島中央交通

安全協会
國見　　力

交通安全功労者
鳴門市交通
安全協会

秋山　孝子

緑
十
字
銀
章
（
敬
称
略
）

令
和
五
年
度

交
通
安
全
功
労
等
表
彰
で
栄
え
あ
る
受
賞
者

　

令
和
五
年
八
月
九
日
（
水
）、
東
京
都
江
東
区

の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
第
五
十
五
回

交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
、
阿
南
市
立
横
見
小
学
校
が
徳
島
県
の
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
四
人
一
組
の
チ
ー
ム
が
、
交
通
規

制
や
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な
ど
を
問
う
学
科

テ
ス
ト
を
行
っ
た
後
、
実
技
テ
ス
ト
と
し
て
、
自

転
車
の
正
し
い
乗
り
方
と
安
全
な
走
行
を
競
う
安

全
走
行
テ
ス
ト
と
自
転
車
の
乗
り
方
の
熟
練
度
を

競
う
技
能
走
行
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

四
十
四
チ
ー
ム
、百
七
十
六
人
の
選
手
が
参
加
し
、

日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

本
県
代
表
の
横
見
小
学
校
は
、
残
念
な
が
ら
入

賞
は
逃
し
ま
し
た
が
、
選
手
全
員
が
全
力
を
尽
く

し
て
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
会
出
場
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

第
五
十
五
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
全
国
大
会
出
場
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令
和
五
年
九
月
二
十
三
日
（
土
）、
徳
島
県
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県
二
輪
車
安
全
運
転
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
講
習
会
に
は
、
一
般
ラ
イ
ダ
ー
十
七
名
（
男
性

十
四
名
、
女
性
三
名
）
が
参
加
し
、
午
前
中
は
六
つ
の

セ
ク
シ
ョ
ン
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
応
用
千
鳥
、
レ
ム
ニ
ー
、

コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ス
ラ
ロ
ー
ム
、
ブ
レ
ー
キ
ン
グ
、

一
本
橋
）
で
実
地
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
徳
島
市
出
身
の

レ
ー
シ
ン
グ
ラ
イ
ダ
ー
・
吉
田
愛
乃

助
選
手
を
講
師
に
招
い
て
、
正
し
い

バ
イ
ク
の
乗
り
方
等
に
つ
い
て
指
導

を
受
け
た
後
、
す
べ
て
の
セ
ク
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
競
技
形
式
に
よ
る
効

果
測
定
を
実
施
し
、
ク
ラ
ス
別
（
普

通
ク
ラ
ス
、
大
型
ク
ラ
ス
）
の
成
績

優
秀
者
各
三
名
に
対
し
て
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
の
、
令
和
五
年
度
「
定
期
理
事
会
（
五
月
二
十
六
日

～
松
茂
町
総
合
会
館
）」及
び「
定
時
総
会（
六
月
十
五
日
～
松
茂
町
総
合
会
館
）」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
県
内
各
地
区
正
会
員
、
理
事
及
び
監
事
が
出
席
し
、

　

 

・
令
和
四
年
度
事
業
報
告
及
び
同
収
支
決
算
報
告

　

 

・
令
和
五
年
度
事
業
計
画
案
及
び
同
収
支
予
算
案

等
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。           
  

ま
た
役
員
に
つ
い
て
は
、
定
款
の
規
定

に
よ
り
現
理
事
・
監
事
の
全
員
が
任
期
満

了
で
退
任
す
る
た
め
、
県
下
十
五
地
区
の

交
通
安
全
協
会
会
長
及
び
当
協
会
事
務
局

長
の
石
川
省
三
を
理
事
に
、
現
監
事
の
稲

井
収
、
竹
内
洋
一
及
び
長
尾
久
代
を
引
き

続
き
監
事
に
選
任
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
終
了
後
に
実
施
さ
れ
た
臨
時

理
事
会
で
は
、
執
行
役
員
の
改
選
が
あ
り
、

　
　

会　

長　
　

長
倉
健
治
郎
（
再
任
）

　
　

副
会
長　
　

佐
藤　

禎
宏
（
再
任
）

　
　

副
会
長　
　

阿
部　

義
則
（
再
任
）

　
　

副
会
長　
　

中
山　
　

武
（
再
任
）

　
　

副
会
長　
　

上
野　

譲
一
（
新
任
）

　
　

専
務
理
事　

石
川　

省
三
（
再
任
）

が
全
員
一
致
で
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
一
社
）徳
島
県
交
通
安
全
協
会

定
期
理
事
会
及
び
定
時
総
会
の
開
催

　自転車に乗っている
際に事故を起こし、加
害者となった場合、重い
損害賠償責任を負うケー
スがあります。

　ＴＳマークは、自転車安全整備店
で自転車の点検・整備を受けると自
転車に貼付されるもので、貼付後一
年間、損害賠償保険と傷害保険等
が付いています。
　ＴＳマークには、賠償内容が異な
る緑色、赤色、青色の三種類があり、
緑色ＴＳマークは、すべての人身事
故が賠償責任補償（上限一億円）の
支払対象となっています。
  自転車は自動車と同じ車両です。
きちんと点検整備をした安全な自転
車で、ルールを守り、安全運転を心
がけましょう。

令
和
五
年
交
通
安
全
に
関
す
る
作
文
の
表
彰

　

な
お
、
優
秀
作
全
五
作
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
徳
島
県
交
通
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
凜
乃
ち
ゃ
ん
は
え
え
な
ぁ
。
今
も
優
し
い

パ
パ
が
い
て
。」

　

祖
母
が
言
っ
た
。
祖
母
の
父
が
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、

今
回
初
め
て
く
わ
し
い
話
を
聞
か
せ
て
く

れ
た
。
そ
れ
は
全
く
予
想
も
し
な
い
突
然
の

出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

祖
母
の
家
族
は
大
工
の
父
と
専
業
主
婦

の
母
、
妹
（
小
四
）
と
弟
（
小
一
）
の
ご
く

ふ
つ
う
の
幸
せ
な
五
人
家
族
で
あ
っ
た
。
昭

和
四
五
年
二
月
二
日
、
祖
母
が
中
学
一
年
生

の
時
に
祖
母
の
父
は
交
通
事
故
で
二
度
と

帰
ら
ぬ
人
と
な
り
、
祖
母
達
は
交
通
遺
児
と

な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
事
故
は
、
無
免
許
の

未
成
年
者
が
遊
び
心
で
友
人
に
借
り
た
車

を
運
転
し
た
あ
げ
く
、
ひ
き
逃
げ
を
試
み
た

結
果
に
起
き
た
悲
劇
で
あ
っ
た
。
そ
の
当
時

は
今
の
様
な
交
通
事
故
後
の
補
償
制
度
も

十
分
で
な
か
っ
た
上
に
、
相
手
が
未
成
年
者

と
い
う
こ
と
で
、
遺
族
へ
の
補
償
な
ど
は
一

切
得
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
か
ら
の

祖
母
一
家
の
生
活
は
こ
れ
ま
で
と
比
べ
様

が
な
い
程
に
激
変
し
、
壮
絶
な
も
の
で
あ
っ

た
。
女
性
一
人
で
三
人
の
子
供
を
抱
え
て
の

苦
労
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、
残
さ
れ
た

家
族
四
人
で
毎
日
を
生
き
て
い
く
為
に
必

死
で
力
を
合
わ
せ
、
一
生
懸
命
に
精
一
杯
の

生
活
を
送
っ
た
。

「
手
や
足
が
な
く
な
っ
て
も
、
口
が
き
け
ん

か
っ
て
も
生
き
て
さ
え
い
て
く
れ
た
ら
よ

か
っ
た
の
に
…
。」

死
ん
で
し
ま
っ
た
人
が
二
度
と
こ
の
世
に

帰
っ
て
来
な
い
こ
と
を
頭
で
は
分
か
っ
て
い

て
も
、こ
の
事
を
祖
母
一
家
は
心
で
願
っ
た
。

「
ど
ん
な
姿
で
も
い
い
か
ら
、
私
達
の
元
に

返
し
て
下
さ
い
。」

と
何
度
も
何
度
も
泣
き
叫
ん
だ
そ
う
だ
。
し

か
し
、
残
さ
れ
た
家
族
は
現
実
を
受
け
止

め
、
進
ん
で
い
く
し
か
な
く
、
そ
の
道
の
り

が
い
か
に
大
変
か
は
経
験
し
た
者
に
し
か

分
か
ら
な
い
。
祖
母
は
、

「
よ
く
聞
い
て
。
こ
ん
な
に
辛
く
悲
し
い
思

い
を
す
る
人
も
さ
せ
る
人
も
絶
対
に
お
っ

た
ら
あ
か
ん
の
よ
。
事
故
が
も
た
ら
す
結
末

が
い
か
に
悲
惨
か
、
こ
れ
だ
け
は
覚
え
て
お

い
て
な
。」

と
言
っ
た
。
祖
母
の
話
を
聞
い
て
私
な
り
に

考
え
て
み
た
。

　

一
人
の
青
年
の
、
こ
れ
位
は
大
丈
夫
だ
ろ

う
、
と
い
う
気
の
緩
み
で
祖
母
一
家
の
運
命

は
一
瞬
で
辛
く
悲
し
い
も
の
へ
変
わ
っ
て

し
ま
っ
た
。
交
通
事
故
に
は
人
生
を
大
き
く

変
え
て
し
ま
う
力
が
あ
る
。
私
が
今
、
強
く

思
い
、
伝
え
た
い
事
は
、

「
車
を
運
転
す
る
人
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
下
さ
い
。」

「
も
し
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
時
に
は
、
ケ

ガ
を
し
た
人
を
す
ぐ
に
助
け
、
救
急
車
を
呼

ん
で
下
さ
い
。
そ
こ
に
は
、
ま
だ
救
え
る
命

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
命
を
む
だ
に
し

な
い
で
下
さ
い
。」

そ
し
て
、
何
よ
り
強
く
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な

い
の
は
、

「
祖
母
の
よ
う
な
、
祖
母
一
家
の
よ
う
な
、

辛
く
悲
し
い
思
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
で
下
さ
い
。」

　

こ
の
思
い
が
多
く
の
人
に
伝
わ
り
ま
す

よ
う
に
。

「
祖
母
の
人
生
を
変
え
た

交
通
事
故
」

徳
島
文
理
中
学
校
一
年
　
　

安
岡
　
凜
乃

　

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日
（
土
）、
徳
島
県
運
転
免

許
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
徳
島
県
、
公
益
財
団
法
人
徳

島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
の
共
催
に
よ
り
「
令
和
五

年
度
高
齢
者
自
転
車
安
全
運
転
競
技
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
高
齢
者
の
方
に
自
転
車
に
関
す
る
知
識

や
運
転
技
能
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
を
防
止
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

大
会
に
は
、
十
二
チ
ー
ム
、
計
六
十
一
名
が
参
加
し
、

実
技
テ
ス
ト
と
学
科
テ
ス
ト
を
行
っ
た
結
果
、
今
年
度

は
藍
住
町
福
寿
連
合
会
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

  

○　

優　

勝　

藍
住
町
福
寿
連
合
会
チ
ー
ム　
　

  

○　

第
二
位　

東
み
よ
し
町
チ
ー
ム　
　

  

○　

第
三
位　

鳴
門
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
チ
ー
ム

徳
島
県
二
輪
車
安
全
運
転
講
習
会
の
開
催

◎
佳
作
受
賞
者

　【
小
学
生
】
十
五
名
　（
順
不
同
）

　
　
八
万
南
小
学
校
四
年　

戸
田　

奈
歩 

松
茂
小
学
校
五
年　

柳　

美
沙
妃

　
　

桑
島
小
学
校
三
年　

横
瀬　

青
空 

撫
養
小
学
校
五
年　

湊　
　

香
子

　
　
和
田
島
小
学
校
四
年　

増
尾　
　

皐 

藍
住
南
小
学
校
五
年　

中
原　

夏
凛

　
　

東
光
小
学
校
三
年　

吉
岡　

楓
叶 

東
光
小
学
校
六
年　

大
田
凛
太
郎

　
　

石
井
小
学
校
二
年　

桒
原　

紗
花 

森
山
小
学
校
三
年　

武
田　

光
平

　
　

牛
島
小
学
校
二
年　

笹
倉　

晴
澄 

鴨
島
小
学
校
六
年　

花
井　

知
希

　
　
江
原
南
小
学
校
四
年　

浅
野　

有
星 

岩
倉
小
学
校
五
年　

岸
本　

杏
奈

　
　

芝
生
小
学
校
四
年　

田
岡　

大
空

　【
中
学
生
】　
十
名
　（
順
不
同
）

　
　
城
ノ
内
中
等
教
育
学
校
一
年　

上
番
増
優
花 

城
ノ
内
中
等
教
育
学
校
一
年　

可
原　

陵
真

　
　
加
茂
名
中
学
校
二
年　

藤
原　

佑
翔 

松
茂
中
学
校
二
年　

村
岡　

沙
紀

　
　
鳴
門
市
第
二
中
学
校
一
年　

喜
来　

陽
菜 

海
陽
中
学
校
二
年　

中
島　

実
果

　
　

海
陽
中
学
校
一
年　

山
本　

耕
誠 

神
山
中
学
校
三
年　

中
南　
　

仁

　
　
鴨
島
第
一
中
学
校
一
年　
平　
　
　

花 

土
成
中
学
校
一
年　

山
田　

遥
大

◎
優
秀
作
受
賞
者
（
小
学
生
三
名
・
中
学
生
二
名
）

　
　

内
町
小
学
校
五
年　
　
　
　

吉
本　

雅
美
「
ス
マ
ホ
で
は
な
く
周
り
を
見
よ
う
」

　
　

南
井
上
小
学
校
二
年　
　
　

久
米　

晴
大
「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
お
や
く
そ
く
」

　
　

鳴
門
市
第
一
小
学
校
五
年　

木
村　
　

杏
「
地
域
で
安
全
に
く
ら
す
」

　
　

徳
島
文
理
中
学
校
一
年　
　

安
岡　

凜
乃
「
祖
母
の
人
生
を
変
え
た
交
通
事
故
」

　
　

松
茂
中
学
校
二
年　
　
　
　

喜
枝　

優
有
「
免
許
の
バ
ト
ン
を
貰
っ
て
」

自
転
車
に
乗
る
な
ら

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク

高
齢
者
自
転
車
安
全
運
転
競
技
大
会
の
開
催

　

徳
島
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、小
中
学
生
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

交
通
事
故
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
、
夏
休
み
期
間
中
に
小
・

中
学
生
か
ら
交
通
安
全
に
関
す
る
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
学
校
四
十
六
校
か
ら
三
四
九
名
、
中
学
校
二
十
九
校
か
ら

六
三
〇
名
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
五
点
、
佳

作
二
十
五
点
を
選
び
、
受
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

徳島県
交通安全協会

HP

	 ⑶	 令和６年２月発行	 徳島安協ニュース 	 第136号	 ⑵

令和六年  交通安全スローガン
○運転者（同乗者を含む）に呼びかけるもの

　今日もまた  あなたの無事故  待つ家族
○歩行者・自転車利用者に呼びかけるもの

　身につけよう  交通ルール と  ヘルメット
○こどもたちに交通安全を呼びかけるもの

　わたるまえ  わすれずかくにん  みぎひだり


